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計画策定の基本事項 

１．一般廃棄物資源化実施計画の目的 

町田市では、市民・事業者・行政の協働のもとに、環境負荷の低減を図り、

地域と共生する持続可能な循環型社会の実現を目指して、町田市の一般廃棄

物処理の基本となる「町田市一般廃棄物資源化基本計画」（以下「基本計画」

と言います）を策定しました。 
この中では、計画に従って施策が確実に実行されているかの進捗状況を定

期的に管理していくため、毎年の処理・資源化について計画した「一般廃棄

物資源化実施計画」（以下「資源化実施計画」といいます）を作成することと

しています。 
資源化実施計画では、基本計画で定めている全体目標「ごみとして処理す

る量を４０％削減します。」を実現することを目的とし具体的な施策を定めま

す。 
 
２．資源化実施計画の期間 

資源化実施計画は、２０１１年度から基本計画の中間年である２０１５年

度までの５年間を計画の期間とします。 

2011 2012 2013 2014 2015 ～ 2020
基本計画期間

実施計画期間

見直し

計画の期間

 ※ 基本計画を受け一般廃棄物の処理量等を計画した、一般廃棄物処理実施計画を毎 

 年告示しています。 

 

３．資源化実施計画の内容 

 資源化実施計画は、基本計画の中間年の減量目標である「ごみとして処理

する量を１０％削減」することに着目し、ごみの種類ごとに中間年度までの

削減量を定め、その進捗状況を管理する手法とします。 
 具体的には、ごみの種類（燃やせるごみ、燃やせないごみ・粗大ごみ、事

業系のごみ等）ごとに個別目標を設定し、それを実現するための施策を定め

ます。ただし、発生抑制等の個別に具体的な削減量が設定できない施策につ

いては、取り組み内容を設定し、実績値により事業の実施状況を確認します。 
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４．目標設定の考え方 

 前項の個別目標は、基本計画にある２０１５年度の処理量目標（１０％削

減）と基準年（2009年度）の処理量から、具体的な削減目標値を設定し、施

策に反映させるものとします。（下表の、「減量目標までの削減量」を参照） 

 

分別収集区分 処理量※ 処分

生ごみ 686 1,472

66,546 59,719
燃やせるごみ　　.

6,827

落ち葉・草・剪定くず

（燃やせないごみ） 5,853 5,823
（粗大）

容器包装ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみ 0 選別・減容

製品ﾌﾟﾗｽﾁｯｸごみ 選別・減容

ビン・カン 4,410 4,410
選別

カンは圧縮

ペットボトル 544 544 減容

古紙・古着 12,437 12437 民間 選別

剪定枝(事業系含む） 2,153 2,153 剪定枝資源化センター 破砕・発酵

有害ごみ 266 266 0 資源化センター 再利用

白色トレイ 6 6 選別

紙パック 13 13 選別

ペットボトル 353 353 減容

ﾘｻｲｸﾙ
広場

生ごみ処理物 資源化センター 肥料化

少量排出事業者の可燃ごみ

その他の事業者の
可燃ごみ 21,221 18,038 3,183

熱回収

ごみとして
処理する量 99,152 89,112 10,040 再資源化

再利用
破砕・選別

処理

熱回収

熱回収
（多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ組合）

処理方法

資
源
化
セ
ン
タ
ー

バイオガス化

2015年度の中間目標値と2009年度の基準値の比較

2009年度
減量目標まで

の削減量 自家処理

事
業
系

5,266

（ｔ/年） 2015年度

拠
点
回
収

(ﾊﾞｲｵｶﾞｽ
　18,996t
 容リﾌﾟﾗ
　 6,755t
　　含む)

(ﾊﾞｲｵｶﾞｽ
　18,996t
 容リﾌﾟﾗ
　 6,755t
　　含む)

30

家
庭
系

11,089

5,266

燃やせないごみ+粗大

収
集

燃やせるごみ

11,119

資源化センター

エコセ
メント
残さ埋

立

再資源化

黄色い部分の合計 目標99000トンを90,000ト
ンに減量
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５．資源化実施計画の構成 

  資源化実施計画は、「実施計画総括表」（別表 1）と「重点施策実施計画

表」（別表２）の二部構成とします。 
「実施計画総括表」においては、基本計画の中間目標であるごみの１０％

削減について、ごみの種類ごとの減量目標値を設定し、実績値により年度

ごとの進捗状況を確認します。 

  「重点施策実施計画表」においては、ごみの種類ごとの具体的な施策を

設定し、個々の施策の取組内容・進捗状況を確認します。また、その施策

が、基本計画の基本方針を実現するためのどの施策に当たるかを明記し、

それぞれの関連付けをしています。 
  なお、発生抑制のための啓発等の取組については、個々の施策で目標減

量数を設定することが出来ないため、全体量としての目標値とし、個々の

事業を資料 1「啓発施策実績表」、資料 2「事業系ごみ啓発等施策実績表」

にて管理、実績値として事業内容を確認することとします。 
 
６．基本計画の進捗管理 

  基本計画に従って施策が確実に実行されているか、中間目標に対して計

画通りに達成できているか等については、本資源化実施計画をもとに進捗

管理を行うとともに「廃棄物減量等推進審議会」を開催し進捗点検を行い

ます。 
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